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本書は「高校生のための社会学」というタイト
ルであるが、高校生だけでなく社会学を専攻して
いる学生、さらに社会人一般まで幅広い層を対象
に想定して企画された。これから社会学を学ぼ
うとしている高校生、社会学的世界を知りたい
大学生、以前に受講したことがあるが社会学はよ
くわからないと思っている方、そのほか社会学に
興味はあるが取り付きにくいと考えている方にと
って、社会学の見方や扱う領域などが理解できれ
ば、編集委員会の構想が活かされたと言えよう。
本書は、「社会学原論」のテキスト作成を趣旨とし
たわけではない。テキストとして広い領域を網羅
したり、専門用語の定義などを提示するスタイル
とは異なる。しかし、社会学の副読本として使用
することは可能であろう。社会学は客観性の保持
を念頭に置きながら、グローバルな社会というマ
クロに展開する事象から、当事者の思いや葛藤あ
るいは思想や感性を含めた個人の内面というミク
ロな領域にいたるまで、人と社会を対象とした研
究の成果を蓄積してきた。理論や概念の説明に終
始すると実感しにくくなる世界を、本書は個別の
テーマ設定によってあらわした。したがって、興
味のある章を選んで読み進めることができる。
執筆者が平易な表現を心掛けた点で、本書は

通常の専門論文と異なる。しかし書誌情報にかん
しては、専門誌などで一般的に用いられる形式を
適用した。例をあげると、以下のようになる。本
文のなかで（Fujita and O’Brien 1991: 118-119）な
ど、（）を使用した表現が登場する。これはFujita 
とO’Brienという２人の共著による1991年の刊行
物で、118ページから119ページに記載された箇
所を引用したという意味である。このように本文
で引用が明記された文献は、その章の末尾、「参考
文献」で次のように提示した。Fugita, Stephen S. 

and David J. O’Brien. (1991) Japanese American 

Ethnicity: The Persistence of Community. Seattle: 

University of Washington Press. 著者．（発行年） 
書名．発行所の順序で記される。欧文の書籍名は
イタリック体であらわすが、日本語の書籍は『』
内にそのタイトルが入る。外国語の書籍で翻訳書
がある場合には、（=訳者 発行年『訳本名』発行所）
が追記される。ジャーナルの場合もほぼ同じであ
り、著者（発行年）の後に「論文タイトル」『ジャー
ナル名』巻（号）と続き、最後に当該論文が掲載さ
れたページ数を入れる、という規則に準拠した。
たとえば、次のようになる。宮本みち子 (2006) 
｢雇用流動化のなかの若者実態̶社会科学の立
場から」『精神科治療学』21 (11): 1199-1205. ジ
ャーナルや書籍によって若干書き方の相違はある
が、基本的に文献情報はこのような書式となる。
より詳しいことを知りたい方は、学会誌などの執
筆要項をご覧いただきたい。
プロローグでは架空の人物の生活を描き、日常

生活の具体的な場面やそのときの心情が、どのテ
ーマとかかわるかについて提示することを試みた。
読者の関心や興味と社会学のアプローチによる現
代社会の見方とのつながりがわかるように、この
ようなスタイルを採択した。「個人化、ネットワー
ク化、流動化、メディア化、グローバル化」の５
つと「社会調査」による６つの項目をテーマ化した
が、５つの項目はそれぞれ排他的に独立している
わけではなく、現代社会において各項目が相互に
連関している。実際に社会を分析する手法のいく
つかは、６つ目の「進化する調査」で取り上げた。
解説を要する人物、用語や用法については、コラ
ムを挿入した。読者にとって、本書が社会学的世
界探求への糸口となることを願っている。

水上徹男

本書の読み方


